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アドバイザーを選出

する研究科委員会の

開催日の前々週の水

曜日までに申込み書

類を完成・提出する。

研究発表申込
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究
発
表
会

掲 載
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掲載受理

学術誌に投稿

論文受理、審査委員会

を設置する研究科委員

会の開催日の前々週の

水曜日までに提出書類

を完成・提出する。

学位論文提出

大学院を単位取得退学

した者が退学後２年以

内であれば、身分を取

得することなく学位論

文を提出することがで

きる。

(申合せ)

研究科委員会

(第２木曜日開催)

の議を経て

論文受理、

審査を付託

(学位規程第５条)

審査委員会設置

(学位規程第６条)

学位論文を受理した後

１年以内に学位論文の

審査及び最終試験を終

了しなければならない。

(学位規則第９条第１項)学位論文は、本学主催の研究発表会でその内容があらかじめ発表されたもので

あること。

ただし、主論文が MEDLINE， JOURNAL CITATION REPORTS, CURRENT

CONTENTS， WEB OF SCIENCE 又は SCOPUS に収録されている学術誌に掲載

又は掲載が受理された欧文論文の場合、研究発表会での発表を必要としない。

（申合せ)

極めて成績が優秀な者で所定の要件を満たした場合は、３年以上の在学年数とすることができる。(大学院学則第17条第２項)

学位論文は、主著の欧文論文であり、JOURNAL CITATION REPORTS に収録されている質の高い学術誌(ＪＣＲ収録誌)に掲載又は掲載が受理されたものである

こと、かつ、学位論文以外に、ＪＣＲ収録誌に掲載又は掲載が受理された主著の欧文論文(原著論文)が１編以上あること。
(Ｈ２２．６．１０改正申合せ)

極めて成績の優秀な者(早期修了)

単位取得退学後２年以内に学位論文を提出し、かつ、学位論文の審査及び最終試験に合格した者は本学大学院を修了した者として学位を授与する。

(大学院学則第18条第２項、申合せ)


